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The currcnt loci (}f a 8nJient pole synchrollOUS motor are limlli似江18， hut they mRy be 
considered [l.pproximれtely n，8 semi-circles in workillg rallge. The writer stlldicd how to 
draw the circl!'s of current 1οci， n.nd to cn.lculatc the ncccssary qualltiti凶from the dimcnsion 
of thc circlcs. 
The drawll circles alld the calculn.ted qun.ntitic8 coillcide well with the experimental reslllts. 
は し が き
多相同 期電動機を非凸極と仮定して ， 励磁電流が 一立とであ るときの電機子電流 ベ クトルの頭の軌
跡〔電流軌跡と略称する〕 を到1論的に求めると， 円融図が得られる。 (1)
然るに凸極〔界磁鉄心〕型同期電動機では， 電流軌跡は円とは1'J.らや， 高次の曲椋とたる， 之を
パスカル鯛牛曲線(2)(3) :或は リマソン図形 (4) と称するの Richter 氏lま幾何学的に(3)， 小串氏は複素
数計算により(2)之を証明して居る。 Langsdorf 氏も幾何学的に(4)之を求めて 居るが， !1 マ ソン図
形 (の であ る と 云 う 証明を付け て居たい。
筆者l土， 本論文に於いて， 上述の電流軌跡を求める別の方法を提案し， 実用域では円とみたし得
るととを示し， 実測値 と比較した。
が，J， 本論文では， 不平衡現象及過渡現象を取扱わ主主い。
(1). Ln.ngsdorf: Theory of Alternatillg Cllrrent Mn.chinery， P. 426， 1937 
(2) . 小$孝治:電気工学円線図， P.305， 昭和24年.
(3) . Richter: Elektrische Muschincn， Bd. H， S. 236， 1930. 
(4). Langsdorf; Theory of Altcrnr，ting Currellt Macl血ery， P. 458， 1937. 
(5). 岩波書庖:理化学辞典， P. 1529， 昭和25年.
1. 内 容 概 説
多相凸極型同期電動機のご:反作用)，!P.論によるベ クトル図から， 公称起電力と電機子電流との関係
を表す式を求め， 之を極座標に転換して， その軌跡がリマソン図形とたるととを証明した。
リマソン図形は， 本論文に 問題にたる範囲では， 円とみたし得るととを明かにした。
電機子抵抗， 直軸リアクタンス， 横軸リアクグンス等が与えられたと仮定した場合の， 電機子電
流軌跡の求め方を示した。
電機子抵抗， 直軸及積軸リ ア クタンスの求め方を示した。
電流軌跡から， 出カ及 効率を求める方法につき論b た。
上述の方法に よ り得られた電流軌跡と， 実測値との比較 を示した。





Vt=端子電圧，Eo=公称起電力， ε。= -Eo， lq= 横軸Pアクタンス内部電圧， 1 =電機子









s 0 =Eo =Eqー(Xd一立:q)Id
Eq cosÇ1 0 = V t cosÇ1 ì 
-rI=P I 
















































} と置き得るから-EqsinÇ1o = -Vtsinψ+XqI，= -Q J 
Id =-IsinÇ1o=-IQ/"Ji PlI+QlI 
故に Eo="Ji plI干可a -I(xd -Xq)Q/"Ji千五平奇r
と怒り， 式(1)と金〈同じになる。
式(1)は励磁電流及端子電圧を定め，軸負荷を変化した場合の電機子電流と， カ率角との関係を
示ナ式であるから，直交座標(ç， 引を考え，電圧ベクトJJ_.， Vtを縦軸ヲに一致せしめ， 遅れ電流







直交座標 (� ， 引 から極座標 (p ， む に転換す る。
第3図に於いて， 極座標の極をC， 原棋をOC， 偏 竹a寸Z
角をò'，動径をp とし，偏角の計り方は時計回りを " Vν 
プラスとする。極の〔直交座標から見た〕位置C�c，
ηc)を次rx;如く採る。
�cー竺二一C伺α ye-Zr . -Zq V�U�， '，� Zq 
ムC10に余弦法則を適用して
河= �-玄+p乙弓戸一一 (2) 
Cから標軸Eに平行君主る直棋を引いて見れほ次の関
係がわかる。
8i叶号叩-pcos(ò〆一的} /1 σ) 
叫={ �シ sin仰の(ò'一α)} /1..................(4) 
式 (2)， ( 3 )及 (め を式 (1 ) に代入して 整理すれば
p= ZFEod宕ιVtCos(ò'+a)............... (δ) 
此の方程式が電機子電流軌跡を表すO






故に LO'VtEq =LCOI及 寸芦;/ずtO'=ZqI/Vt
又 ちÏ/Õで=I/ZL 故に 計百;/朽ちi==窃序でI Zq 
従って ムO'EqVt∞ムCIO 伺って ò' =ò 即ち電流軌跡の偏角ò'はトルク角δと同ーのも
のであるから(つを付けて区別する必要はない。

















凸極の程度の大友る電動機を弱励磁すれば σ=0.7 位にたり， 凸極の程度のあまり大でたいも

















RA = ç空士写2土... - G十2H
との様な!助率円を作図して見ると，非常によく接触するととがわかる。
もし此のRA よりもわヂかにIJ、なる半径RB 1J..る円を，A点に於いて接する様に作るなら ば，
途中にわヂかの誤差は入るが， 更にOの大たる処まで充分に近似した円を見出すととが出来る。
リ マ ソン図形は 0'=0たらば円正たるから 問題は友いけれEも，其の他の場合には，第δ図の各
個について検して見ると，c上述した主[1< RA よりもわヂかに小たる半径) RB は， 第4図につい
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第 6 図
第7図にゐいてぢ宜=Vt/2xq， LCM� =2α 
及置で=OM 1J..る作図によりC点を定め，




























































であるから， 本論文に示す如<， Xq及 Xdを実験により定めるたらば， 得たる価はすでに高調波の
影響を受けて居る故に， もはや考慮を要したい。
(6). 例えば， 電気学会編?電気機械工学IV 同期機， P. 45， 昭和27年.
(7). 電気学会:電気機器最近の発達. P. 31，昭和7年.
8. 誤差について




Xdにはι Xq にはTだけの誤差があるものとすれば， その直径(/)0'は
(/)_， =_:;d(l+ß) -xq(l+rLV. 。 - XdXq( l+の(1十r ) η




8=2 とすれば， 誤差率= ß-2r，8=1.5 とすれば， 誤差率=2ß-3r となる。
Xqについて飽和を無視すれば r>O， 端子電圧 によりおdをきめると 13>0 とたるo CXqには
飽和の影響が少しくあるから測定値より小たる価が真値である。Xd Iまれより高い電圧に相当する
実在磁束の下に運転する場合が多いから， 測定値より小たる価が真値である。〕伺ってXq及 Xd の
誤差は互に打消し合う傾向のあるととがわかる。
次にPアクシヨン円の 位置にてついては， Xqの誤差のみが影響し， Xqの飽和を無視したために， 第
7図に沿いてち置がT丈け小とたり 4三CMç=2α がT丈けt1、となり， 置でがT丈け小とたるけれ
左も， 結局は大した事がたい。
9. 電涜軌跡の利用
多相誘導電動機の円鯨図に沿いては， 公知の如<. 出力， トルク， 効率PJ..�'を図形の上に長さC
或は長さの比〕で表し直読するととが行われて居る。
本論文に示す如く， 凸極型同期電動機電流軌跡は 実用域では円とたるから， 一般円線図理論(8) (9) 
(10) (11; ;を用いて， 凸極型同期電動機においても， 諸量を総て図上に表わすととが出来るけれども，
E。 の異る価の度に一組の図形が出来るので， 一組毎にー別の区111を使用して製図を改めて笑施LPJ..
ければたらすτ， 到底共の煩に耐え得るものでたい。 もし同一区豊�K作図すれば， 甚だ複雑友図形と




















( 8). 瀬藤象二:応用電気機器学(D P. 36， 昭和20年.
(9) . 小串孝治:電気工学円線図， P. 36， 昭和24年.
(10). 森田 清:円鯨図と円融図表， P. 42. 昭和27年.








製造者:明立電機株式会社， 出力8馬力， 3相， 総間電






Vt =115.5V， r=0.8 1tJ， Xd = 14. 42SJ， 
Xq =9.16SJ， (/)o=4.6A，。宜=6.3A
1.62 t目n2α=一9.16 
凸極型同期電動機の〔定励磁〕電流軌跡はFマソン図形とたるが， 実用域では円主みたし得るの
で， 簡単た実験により得たる値を用いれば， 円敵国として作図が出来る。
円融図iま， 入力及出力などの算定に利用し得る。
